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無施肥 少施肥 標準施肥 6年間 59年間




Nipponbare Kasalath Bei Khe Takanari B6144F Beniasahi
 窒素吸収力 0.0043 0.0048 0.0042 0.0054 0.0044 0.0037
 葉面積展開速度 3.3 4.9 5.2 3.1 5.9 5.0
 日射乾物変換係数 0.46 0.66 0.64 0.49 0.69 0.58




























   
 
図 4．リモートセンシングデータによるモデ
ル内パラメータの再計算による LAI 生長
の推定結果（牧・本間 2011）． 
図 3．広域評価型生育・収量予測モデルの概念図
（牧・本間 2011）． 
表 1．モデルで用いた圃場パラメータと作物パラメータ． 
図 2．シミュレーションモデルによる収量の実測値と
推定値の関係． 
図 1．シミュレーションモデルによる窒素吸収量の
実測値と推定値の関係． 
